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1．目的 

 ブラックライトを当てると光を発する物質がある。私たちは、なぜ発光という現

象が起きるのか。発光の強さを決める要因は何なのか、色の違う蛍光体を作ること

はできるのか、という疑問を持ち、今回は主に色の異なる蛍光体の合成を中心に研

究した。 
 

2．方法 

 良く知られている赤色蛍光体の一つである、少量のユーロピウム(Eu)添加酸化イ

ットリウム(Y2O3)を基本物質とし、ユーロピウムの代わりに他のランタノイド元素を

加えるという方法をとった。合成された化合物を粉末 X 線回折と蛍光スペクトル測

定によって分析し、発光の違いを調べた。 
 
3．結果 

酸化イットリウム(Y2O3)に加えるランタノイド元素を変えると発光するものとし

ないものがあった。強い発光が確認されたのはテルビウム(Tb)のみであり、発光の

色は緑色であった。    

 
4．考察  

酸化イットリウムにランタノイド元素を加えた場合、ユーロピウムとテルビウム

のみが強く発光した理由は、Eu3+と Tb3+の N 核の中の 7 つのｆ軌道に占めた電子の状

態がちょうど対称関係にあることに原因があるのではないかと考えている。 

 

5．結論 

 酸化イットリウムへのテルビウムの添加により緑色の蛍光体を合成することがで

きた。これからは、異なる合成方法や本焼時間による蛍光体の発光強度への影響を

調査することを目的とし、強い発光をする蛍光物質の合成条件を見出したい。 
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